
は
じ
め
に

漢
訳
仏
典
及
び
そ
の
注
釈
類
に
は
、
如
来
や
菩
薩
、
そ
し
て
仏
法
に
よ
る

さ
ま
ざ
ま
な
「
力
」
が
記
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
は
世
界
に
仏
法
が
及
ぶ
こ
と
を

人
々
に
確
信
さ
せ
る
目
的
を
も
っ
て
お
り
、
し
ば
し
ば
神
力
、
あ
る
い
は
威

神
力
と
い
っ
た
形
で
表
現
さ
れ
る
。

一
方
、
古
代
日
本
国
の
文
献
に
も
神
力
の
語
は
散
見
さ
れ
る
。
仏
教
修
行

者
に
よ
る
記
述
と
、
そ
う
で
は
な
い
も
の
で
は
当
然
差
が
あ
る
も
の
の
、
い

ず
れ
も
日
本
国
と
い
う
世
界
に
お
け
る
、
固
有
の
神
力
の
存
在
を
記
し
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
は
善
珠
の
仏
典
注
釈
テ
キ
ス
ト
を
中
心
に
、

日
本
国
に
お
い
て
神
力
を
知
り
、
そ
れ
を
記
述
す
る
あ
り
よ
う
を
検
討
し
た

い
。

一
『
続
日
本
紀
』
の
神
力

中
国
の
文
献
に
お
い
て
、
神
力
は
「
勰
以
髙
祖
、
神
力
虚
弱
、
唯
令
以
食

（
�
）

味
消
息
」（『
魏
書
』
巻
二
十
一
下

彭
城
王
伝
）
な
ど
、
人
間
の
精
力
を
意

味
す
る
例
が
多
い
。「
以
神
力
分
仏
舎
利
」（『
魏
書
』
巻
百
十
四

釈
老
志
）

と
、
仏
教
を
説
明
す
る
箇
所
の
そ
れ
は
霊
妙
な
力
と
理
解
で
き
る
が
、
そ
の

具
体
相
ま
で
は
読
み
取
れ
な
い
。
一
方
、
漢
訳
仏
典
の
著
名
な
例
と
し
て

は
、『
妙
法
蓮
華
経
』
に
「
神
力
品
」
が
あ
り
、「
諸
仏
神
力
如
是
、
無
量
無

（
�
）

辺
、
不
可
思
議
」
と
記
述
さ
れ
る
。
こ
ち
ら
は
如
来
や
菩
薩
及
び
仏
法
と
い

う
特
定
の
主
体
が
、
人
間
世
界
に
及
ぼ
す
霊
妙
な
力
（
威
神
力
）
と
理
解
さ

れ
る
。

日
本
で
は
、
八
世
紀
末
に
成
立
し
た
と
思
わ
れ
る
善
珠
『
唯
識
義
燈
増
明

記
』
な
ど
仏
典
注
釈
類
、
広
義
の
仏
典
注
釈
と
い
う
べ
き
景
戒
『
日
本
霊
異

記
』、
そ
し
て
古
代
の
史
書
『
続
日
本
紀
』
な
ど
に
見
い
だ
せ
る
。
ま
ず
は

『
続
日
本
紀
』
の
用
例
を
確
認
し
た
い
。

古
代
日
本
国
の
「
神
力
」

│
│
善
珠
の
注
釈
活
動
を
中
心
に
│
│

渡

部

亮

一
一
一



是
に
、
広
嗣
自
ら
駅
鈴
一
口
を
捧
げ
て
云
は
く
、「
我
は
是
れ
大
な
る

忠
臣
な
り
。
神
霊
我
を
弃
つ
る
か
。
乞
は
く
は
、
神
力
に
頼
り
て
風
波

暫
く
静
か
な
ら
む
こ
と
を
」
と
い
ひ
て
、
鈴
を
海
に
投
ぐ
。

（
�
）

（『
続
日
本
紀
』
巻
十
三

天
平
十
二
年
十
一
月
）

己
ら
賊
の
為
に
囲
ま
れ
て
兵
疲
れ
矢
尽
き
ぬ
。
而
れ
ど
も
、
桃
生
・
白

河
等
の
郡
神
一
十
一
社
に
祈
り
て
、
乃
ち
囲
を
潰
る
こ
と
得
た
り
。
神

力
に
非
ざ
る
よ
り
は
、
何
ぞ
軍
士
を
存
ら
し
め
む
。
請
は
く
は
、
幣
社

に
預
ら
し
め
む
こ
と
を
」
と
ま
う
す
。

（
同

巻
三
十
六

宝
亀
十
一
年
十
二
月
）

最
初
の
例
は
、
蜂
起
し
た
藤
原
広
嗣
が
海
上
に
逃
れ
た
際
の
記
述
。
風
雨

が
お
さ
ま
る
よ
う
「
乞
頼
神
力
」
し
、
駅
鈴
を
海
に
投
じ
る
。
こ
こ
で
乞
う

対
象
は
「
神
霊
」
だ
が
、
神
力
を
及
ぼ
す
主
体
を
明
確
に
定
め
て
い
る
点

で
、
仏
典
の
用
法
に
近
い
。
宝
亀
十
一
年
十
二
月
の
記
述
も
、「
郡
神
」
を

神
力
の
主
体
と
す
る
。

然
れ
ど
も
盧
舎
那
如
来
、
最
勝
王
経
、
観
世
音
菩
薩
、
護
法
善
神
の
梵

王
・
帝
釈
・
四
大
天
王
の
不
可
思
議
威
神
の
力
、
挂
け
ま
く
も
畏
き
開

闢
け
て
已
来
御
宇
し
し
天
皇
の
御
霊
、
天
地
の
神
た
ち
の
護
り
助
け
奉

り
つ
る
力
に
依
り
て
、
其
等
が
穢
く
謀
り
て
為
る
厭
魅
事
皆
悉
く
発
覚

れ
ぬ
。

（『
続
日
本
紀
』
巻
二
十
九

神
護
景
雲
三
年
五
月
）

釈
教
の
深
遠
な
る
、
そ
の
道
を
伝
ふ
る
者
は
緇
徒
是
れ
な
り
。
天
下
の

安
寧
な
る
は
、
盖
し
亦
そ
の
神
力
に
由
れ
り
。

（
同

巻
三
十
八

延
暦
四
年
七
月
）

三
例
目
は
縣
犬
養
姉
女
ら
の
巫
蠱
事
件
に
関
す
る
宣
命
で
、
如
来
菩
薩
や

経
典
な
ど
の
「
威
神
力
」
と
い
う
用
法
は
、
漢
訳
仏
典
に
よ
っ
て
い
る
。
こ

れ
ら
仏
教
側
か
ら
の
神
力
と
、
天
皇
御
霊
や
天
地
の
神
と
い
う
ロ
ー
カ
ル
な

力
と
の
総
合
に
よ
っ
て
、
事
件
が
発
覚
し
た
と
い
う
説
明
に
な
る
。
そ
し
て

延
暦
四
年
の
勅
は
、
天
下
の
安
寧
を
釈
教
の
神
力
に
起
因
さ
せ
る
も
の
と
な

っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
四
例
を
見
る
限
り
、
い
ず
れ
も
漢
文
一
般
の
神
力
と
い
う
よ
り

ジ
ン

カ
ミ

は
、
漢
訳
仏
典
語
の
そ
れ
で
あ
る
。
神
か
ら
神
へ
の
転
換
に
よ
っ
て
、
列
島

の
ロ
ー
カ
ル
な
神
霊
の
力
を
も
期
待
す
る
文
脈
が
生
じ
て
い
る
。

仏
教
の
力
が
仏
国
土
と
し
て
の
日
本
国
を
覆
い
、
安
寧
を
も
た
ら
す
と
い

う
理
解
は
、
俗
に
い
う
鎮
護
国
家
の
仏
教
の
発
想
で
あ
る
。
例
え
ば
そ
う
し

た
理
解
の
裏
付
け
と
な
っ
た
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
に
は
、「
一
切
人
天
の

衆
、
能
く
他
心
を
了
す
る
者
、
皆
願
わ
く
ば
神
力
を
加
え
、
我
に
妙
弁
才
を

（
�
）

与
え
よ
。」（
義
浄
訳
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
大
弁
才
天
女
品
第
十
五
之
二
）

な
ど
、
神
力
の
付
加
を
求
め
る
内
容
が
あ
る
。
他
に
も
、
東
大
寺
大
仏
殿
曼

（
�
）

荼
羅
織
の
銘
に
「
威
神
之
力
」
と
い
う
文
句
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
な
ど
、
如

来
や
菩
薩
、
そ
し
て
経
典
な
ど
の
法
の
神
力
は
、
仏
教
修
行
者
の
み
な
ら

ず
、
天
皇
・
貴
族
が
期
待
す
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

た
だ
し
、
同
じ
神
力
と
い
う
語
を
用
い
て
も
、
仏
教
修
行
者
の
記
す
そ
れ

と
、『
続
日
本
紀
』
の
よ
う
な
テ
キ
ス
ト
で
は
、
力
に
対
す
る
態
度
、
距
離

感
が
異
な
る
と
思
わ
れ
る
。
よ
り
リ
ア
ル
な
力
と
し
て
向
き
合
っ
た
と
思
わ

一
二



れ
る
善
珠
の
仏
典
注
釈
や
景
戒
『
日
本
霊
異
記
』
に
は
、
ど
の
よ
う
な
記
述

が
見
え
る
だ
ろ
う
か
。
次
節
で
は
ま
ず
『
霊
異
記
』
の
具
体
相
を
確
認
し
た

い
。

二
『
日
本
霊
異
記
』
の
神
力

ま
た
問
ひ
て
い
は
く
「
師
は
何
の
要
術
有
る
が
故
に
水
に
沈
み
て
死
な

ざ
る
」
と
い
ふ
。
答
へ
て
い
は
く
「
我
れ
は
常
に
方
広
大
乗
を
誦
持

つ
。
其
の
威
神
力
、
何
ぞ
更
に
疑
は
む
」
と
い
ふ
。

（
�
）

（『
日
本
霊
異
記
』
下
巻
第
四
縁
）

国
司
聞
き
て
大
に
悲
び
、
知
識
を
引
率
て
相
助
け
て
法
花
経
を
造
ら
し

め
、
供
養
す
る
こ
と
已
に
畢
る
。
是
れ
す
な
は
ち
法
花
経
の
神
力
と
観

音
の
贔
�
と
な
り
。
更
に
疑
ふ
こ
と
な
か
れ
。（

同

下
巻
第
十
三
縁
）

九
世
紀
の
嵯
峨
天
皇
代
に
成
立
し
た
と
み
ら
れ
る
景
戒
『
日
本
霊
異
記
』

は
、
説
話
集
の
一
つ
と
し
て
括
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
が
、
基
本
的
に
は
霊
異

と
い
う
出
来
事
を
契
機
と
し
て
、
末
法
の
世
に
も
変
わ
ら
ぬ
仏
法
（
法
身
）

の
存
在
を
確
信
す
る
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
う
し
た
確
信
の
際
に

は
し
ば
し
ば
経
典
の
フ
レ
ー
ズ
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
経
典
を
霊
異
に
よ
っ

て
「
注
釈
」
す
る
も
の
で
も
あ
る
。

そ
う
し
た
『
霊
異
記
』
の
下
巻
第
四
縁
及
び
十
三
縁
は
、
い
ず
れ
も
個
別

の
経
典
の
力
を
語
る
。
経
典
の
読
誦
に
よ
っ
て
そ
の
力
を
得
る
と
い
っ
た
物

語
は
、
先
立
つ
文
献
に
も
多
く
み
ら
れ
、『
霊
異
記
』
上
巻
序
に
「
般
若
験

記
」
と
名
が
挙
が
る
『
金
剛
般
若
経
集
験
記
』
に
は
、「
神
力
篇
」
と
い
う

項
目
も
あ
る
。

『
霊
異
記
』
に
お
い
て
は
、
経
典
を
「
大
神
呪
（
下
巻
第
十
四
縁
、
経
典

引
用
）」「
大
乗
神
呪
（
下
巻
三
十
四
縁
）」
と
す
る
箇
所
も
あ
る
。
神
呪
は

陀
羅
尼
の
漢
訳
語
で
あ
り
、
神
力
、
威
神
力
と
あ
わ
せ
れ
ば
、
経
典
と
い
う

テ
キ
ス
ト
が
秘
め
る
力
を
「
神
」
と
呼
ん
だ
こ
と
に
な
る
。
後
述
す
る
法
身

な
ど
と
合
わ
せ
て
考
え
れ
ば
、
紙
巻
と
し
て
現
前
す
る
経
典
の
力
と
い
う
理

解
で
は
な
く
、
経
典
と
い
う
媒
介
物
を
通
し
て
、
不
可
知
の
仏
法
の
力
を
感

ず
る
体
験
と
い
え
よ
う
。

一
方
、「
観
音
の
木
の
像
神
力
を
示
す
縁
」（
中
巻
第
三
十
六
縁
）、「
観
音

の
木
の
像
火
の
難
に
焼
け
ず
威
神
力
を
示
す
縁
」（
中
巻
第
三
十
七
縁
）
と
、

表
題
に
神
力
と
あ
る
縁
も
存
在
す
る
。
い
ず
れ
も
仏
像
に
起
き
た
奇
瑞
を
語

る
内
容
で
あ
る
。
三
十
六
縁
は
、
切
断
し
た
観
音
像
の
頸
が
、
翌
朝
に
再
び

つ
な
が
り
放
光
し
た
と
い
う
も
の
。
次
の
三
十
七
縁
は
、
火
事
に
遭
っ
た
仏

堂
か
ら
観
音
像
が
ひ
と
り
で
に
脱
出
し
て
い
た
話
。『
霊
異
記
』
で
は
、
仏

像
が
声
を
発
す
る
な
ど
の
奇
瑞
を
語
る
縁
が
多
い
が
、
こ
れ
ら
も
そ
の
類
と

い
え
る
。

三
十
六
縁
の
末
尾
に
は
、「
誠
に
知
る
、
理
智
の
法
身
は
常
住
無
き
に
あ

ら
ず
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
末
法
の
世
に
あ
っ
て
も
未
だ
世
界
を
救
済
し
続
け

る
法
身
、
す
な
わ
ち
仏
法
の
存
在
を
確
信
す
る
と
い
う
も
の
。
通
常
の
人
間

に
は
知
覚
不
可
能
な
法
身
は
、
人
間
世
界
側
に
何
ら
か
の
力
を
及
ぼ
し
霊
異

を
出
現
さ
せ
る
。
そ
の
よ
う
な
力
こ
そ
が
神
力
で
あ
る
な
ら
ば
、
ま
さ
し
く

古
代
日
本
国
の
「
神
力
」

一
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仏
教
修
行
者
が
霊
異
を
媒
介
と
し
て
そ
の
根
源
に
触
れ
る
瞬
間
で
あ
る
。

こ
う
し
た
『
霊
異
記
』
に
お
け
る
神
力
の
発
現
が
、
正
式
タ
イ
ト
ル
『
日

本
国
現
報
善
悪
霊
異
記
』
が
象
徴
的
に
あ
ら
わ
す
よ
う
に
、
日
本
国
と
い
う

固
有
性
と
不
可
分
で
あ
る
こ
と
は
、『
続
日
本
紀
』
と
の
比
較
に
お
い
て
も

注
目
さ
れ
る
。
し
か
も
そ
れ
は
、
中
巻
序
に
明
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
天
皇
が

（
�
）

地
上
の
王
と
し
て
統
治
す
る
国
と
い
う
固
有
性
に
依
存
す
る
。

聖
武
天
皇
に
つ
い
て
、「
た
だ
し
是
の
天
皇
の
代
に
録
す
所
の
善
と
悪
と

の
表
の
多
数
な
る
は
、
聖
皇
の
徳
に
由
る
」（『
日
本
霊
異
記
』
中
巻
序
）
と

記
す
な
ど
、
仏
国
土
と
し
て
の
日
本
国
に
お
け
る
霊
異
の
多
寡
は
、
個
々
の

天
皇
の
資
質
に
よ
る
と
い
う
。
と
な
れ
ば
、
神
力
も
日
本
国
の
ロ
ー
カ
ル
な

そ
れ
と
し
て
理
解
す
べ
き
側
面
が
あ
り
、
こ
の
点
も
『
続
日
本
紀
』
に
通
ず

る
。
つ
ま
り
、『
続
日
本
紀
』
が
記
す
よ
う
な
仏
国
土
と
し
て
の
日
本
国
を
、

具
体
的
に
知
る
プ
ロ
セ
ス
を
『
霊
異
記
』
は
記
述
し
て
い
る
。

そ
う
し
た
知
る
プ
ロ
セ
ス
は
、
仏
典
注
釈
を
書
く
と
い
う
な
か
で
も
な
さ

れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
次
に
善
珠
の
テ
キ
ス
ト
を
分
析
す
る
。

三

善
珠
『
唯
識
義
燈
増
明
記
』
の
神
力

八
世
紀
末
に
没
し
た
善
珠
は
、『
霊
異
記
』
下
巻
第
三
十
九
縁
に
も
そ
の

霊
異
が
記
さ
れ
る
僧
で
、
景
戒
と
同
じ
く
法
相
唯
識
の
立
場
に
あ
っ
た
。
な

が
ら
く
興
福
寺
に
住
し
た
後
に
秋
篠
寺
に
移
り
、
秋
篠
僧
正
と
呼
ば
れ
る
。

ま
た
桓
武
天
皇
と
近
い
関
係
に
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
の
善
珠
は
、
当
時
の
日
本
国
に
お
い
て
は
か
な
り
多
く
の
注
釈
を
残
し

た
僧
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
失
わ
れ
た
も
の
も
多
い
が
、『
成
唯
識
論
』
の

注
釈
類
に
注
釈
を
加
え
た
『
成
唯
識
論
述
記
序
釈
』、『
唯
識
義
燈
増
明
記
』

（
以
下
『
増
明
記
』）、
ま
た
『
梵
網
経
略
抄
』『
本
願
薬
師
経
鈔
』
な
ど
が
現

存
す
る
。

う
ち
『
増
明
記
』
は
、
冒
頭
に
次
の
よ
う
な
偈
が
あ
る
。

法
の
た
め
檀
主
諸
衆
生
の

共
に
西
方
安
楽
国
に
生
ま
れ
む
に

唯
だ
種
覚
の
神
力
を
加
ふ
る
を
願
ふ

命
終
の
時
に
臨
み
て
慈
光
を
放
ち

清
浄
な
る
安
養
界
に
引
導
せ
し
む

こ
と
を五

濁
末
世
心
惑
深

三
蔵
本
教
難
知
宣

我
今
随
力
述
本
文

益
後
生
仮
思
疲
労

令
法
久
住
於
世
間

生
生
法
燈
令
不
絶

由
久
修
設
往
生
縁

於
法
檀
主
諸
衆
生

共
生
西
方
安
楽
国

唯
願
種
覚
加
神
力

臨
命
終
時
放
慈
光

引
導
清
浄
安
養
界

帰
命
頂
礼
三
宝
田

願
遙
加
護
照
闇
壊

所
獲
功
徳
施
群
生

同
乗
智
船
遊
性
海

（
�
）

（『
唯
識
義
燈
増
明
記
』
巻
第
一
）

「
五
濁
末
世
」
に
生
ま
れ
、
三
蔵
の
教
え
を
知
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
に

あ
る
者
が
、
仏
法
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
注
釈
を
書
く
。
そ
れ
は
往
生
の

縁
を
設
け
、
志
を
同
じ
く
す
る
壇
越
ら
と
と
も
に
西
方
安
楽
国
へ
の
生
ま
れ

一
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変
わ
り
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
命
終
に
あ
た
っ
て
は
、
種
覚

（
仏
の
智
慧
）
の
神
力
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
こ
の
表
現
は

『
金
光
明
最
勝
王
経
』
な
ど
と
重
な
る
も
の
で
、
経
典
が
示
し
た
神
力
の
あ

り
よ
う
を
、
仏
教
修
行
者
が
実
際
に
求
め
よ
う
と
す
る
意
図
が
読
み
取
れ

る
。こ

の
よ
う
に
『
増
明
記
』
は
、
神
力
の
発
現
が
テ
キ
ス
ト
を
書
く
目
的
の

一
部
で
あ
る
と
明
言
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
仏
典
注
釈
に
は
類
似
の
偈
が
少
な

く
な
い
。
ま
た
西
方
安
楽
国
へ
の
生
ま
れ
変
わ
り
自
体
も
、『
霊
異
記
』
を

含
め
、
さ
ほ
ど
珍
し
い
表
現
で
は
な
く
、
決
ま
り
文
句
に
過
ぎ
な
い
と
い
う

解
釈
も
な
さ
れ
よ
う
。
し
か
し
『
増
明
記
』
の
具
体
的
な
注
釈
部
分
を
み
る

こ
と
で
、
善
珠
が
捉
え
よ
う
と
し
た
神
力
と
は
何
か
が
見
え
る
の
で
は
な
い

か
。『

増
明
記
』
に
お
い
て
神
力
、
威
神
力
と
い
っ
た
語
は
、
先
の
偈
以
外
に

数
ヶ
所
に
用
い
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
う
ち
三
つ
は
経
論
の
引
用
部
で
あ
り
、

残
る
二
つ
が
善
珠
独
自
と
思
わ
れ
る
問
答
に
み
え
る
。
ま
ず
は
引
用
部
に
つ

い
て
確
認
す
る
。

復
、
神
力
を
以
て
船
中
の
同
じ
く
鷄
園
を
捨
せ
る
未
得
通
の
者
を
摂
取

し
、
諸
の
神
変
を
現
じ
、
種
種
の
形
相
を
作
し
て
、
次
い
で
空
に
乗
じ

（
�
）

て
西
北
さ
し
て
去
れ
り
。

復
以
神
力
摂
取
船
中
同
捨
鷄
園
未
得
通
者
。
現
諸
神
変
作
種
種
形

相
。
次
乗
空
西
北
而
去
。

（『
唯
識
義
燈
増
明
記
』
巻
第
一
）

す
べ
て
『
阿
毘
達
磨
大
毘
婆
沙
論
』
巻
第
九
十
九
の
引
用
。『
増
明
記
』

に
は
『
阿
毘
達
磨
大
毘
婆
沙
論
』
の
引
用
が
非
常
に
多
く
、
異
説
の
列
挙
や

問
答
な
ど
も
ま
る
ご
と
載
せ
る
傾
向
が
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
引
用
を
善
珠

の
見
解
と
は
で
き
な
い
が
、
と
も
か
く
こ
こ
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
奇
瑞
を
生
じ

さ
せ
、
衆
生
を
悟
り
に
導
く
霊
妙
な
力
と
さ
れ
て
い
る
。

慧
苑
師
の
『
華
厳
音
義
』
上
に
云
く
、
旧
名
は
�
賓
国
な
り
。
此
の
名

（
人
）

を
翻
じ
て
為
す
は
阿
誰
入
や
。
羅
漢
の
神
力
、
其
水
を
乾
竭
し
、
百
姓

を
し
て
中
に
於
て
屋
宅
を
建
立
せ
し
む
。

慧
苑
師
華
厳
音
義
上
云
。
旧
名
�
賓
国
。
此
名
翻
為
阿
誰
入
。
羅

漢
神
力
乾
竭
其
水
。
令
百
姓
於
中
建
立
屋
宅
。

（『
唯
識
義
燈
増
明
記
』
巻
第
一
）

こ
ち
ら
は
イ
ン
ド
の
国
名
に
関
す
る
注
で
、『
一
切
経
音
義
』
巻
第
二
十

二
（
慧
苑
作
『
華
厳
音
義
』）
の
引
用
。
水
に
浸
か
っ
た
土
地
を
、
羅
漢
の

神
力
に
よ
っ
て
干
上
が
ら
せ
、
そ
こ
を
宅
地
と
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
な
っ
て

い
る
。『
増
明
記
』
の
元
と
な
っ
た
慧
沼
『
成
唯
識
論
了
義
燈
』
は
、
釈
尊

在
世
中
の
経
で
は
な
い
『
成
唯
識
論
』
の
正
統
性
を
明
か
す
た
め
、
冒
頭
部

分
で
釈
尊
死
後
の
仏
教
の
歴
史
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
注
釈
は
、
そ
う
し
た

中
で
登
場
す
る
国
々
を
さ
ら
に
注
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
に
云
は
く
、
仏
は
一
音
を
以
つ
て
四
聖
諦
を
説
く
も
、
一
切
を
し
て

皆
領
解
を
得
せ
し
め
ず
。
世
尊
は
自
在
の
神
力
有
る
も
、
境
界
に
於
て

古
代
日
本
国
の
「
神
力
」

一
五



改
越
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
こ
と
、
耳
を
し
て
諸
色
を
見
、
眼
を
し
て
声

等
を
聞
か
し
む
る
こ
と
能
ざ
る
が
如
し
と
。
問
ふ
、
若
し
爾
ら
ば
、
前

の
頌
は
当
に
云
何
が
通
ず
べ
き
や
。
答
ふ
、
必
ず
し
も
通
ず
る
を
須
ひ

ず
、
三
蔵
に
非
ざ
る
が
故
に
。
諸
の
讚
仏
頌
の
言
は
、
多
く
過
ち
の
実

な
れ
ば
」
釈
す
る
を
須
ひ
ず
。

一
云
。
仏
以
一
音
説
四
聖
諦
。
不
令
一
切
皆
得
領
解
。
世
尊
有
自

在
神
力
。
而
於
境
界
不
能
改
越
。
如
不
能
令
耳
見
諸
色
眼
聞
声

等
。
問
。
若
爾
。
前
頌
当
云
何
通
。
答
。
不
必
須
通
。
非
三
蔵

故
。
諸
讃
仏
頌
言
。
多
過
実
故
不
須
釈
。

（『
唯
識
義
燈
増
明
記
』
巻
第
一
）

再
び
問
答
も
含
め
て
『
阿
毘
達
磨
大
毘
婆
沙
論
』
の
引
用
。
地
論
宗
の
菩

提
流
支
が
説
い
た
と
い
う
一
音
教
（
如
来
の
一
音
）
の
是
非
を
巡
る
議
論
の

検
討
に
際
し
て
引
か
れ
て
い
る
。『
維
摩
経
』
な
ど
に
依
拠
す
る
一
音
教
は
、

天
台
宗
や
華
厳
宗
な
ど
一
時
教
（
一
乗
）
と
、
法
相
宗
や
三
論
宗
な
ど
三
時

教
（
三
乗
）
の
間
で
の
議
論
に
お
い
て
、
避
け
て
通
れ
な
い
問
題
で
あ
っ

（
�
）た。世

尊
が
一
音
（
聖
語
）
で
四
聖
諦
（
四
諦
）
を
説
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

四
天
王
す
べ
て
に
は
伝
わ
ら
な
か
っ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
、
自
在
の

神
力
を
も
っ
て
も
越
え
ら
れ
な
い
も
の
が
あ
る
だ
ろ
う
と
す
る
見
解
に
対
し

て
、
経
論
で
は
な
い
言
説
は
あ
や
ま
ち
の
内
容
を
含
む
と
答
え
て
い
る
。

以
上
の
三
例
は
、
い
ず
れ
も
一
般
的
な
神
力
の
用
例
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん

善
珠
の
引
用
に
よ
っ
て
生
じ
る
文
脈
は
あ
る
が
、
こ
こ
だ
け
で
論
じ
る
こ
と

は
難
し
い
。
た
だ
し
、
こ
の
後
に
紹
介
す
る
問
答
の
二
例
が
い
ず
れ
も
一
音

教
に
関
す
る
こ
と
か
ら
、
最
後
の
事
例
に
は
解
釈
の
余
地
も
残
る
。

で
は
、
問
答
に
お
け
る
神
力
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
以
下
で
検
討
す
る

三
つ
の
問
答
は
、
一
音
教
が
主
張
す
る
如
来
の
「
一
」
言
語
と
、
法
相
唯
識

の
主
張
で
あ
る
「
三
時
（
教
）」
の
間
に
矛
盾
が
生
じ
な
い
こ
と
を
明
ら
か

に
す
る
。

問
ふ
。
三
時
の
有
為
に
非
ざ
れ
ば
、
即
ち
是
れ
一
と
説
く
べ
し
。
有
為

は
念
念
に
し
て
滅
す
。
一
と
成
る
を
得
ざ
る
べ
し
。

答
ふ
。
聖
言
は
三
時
に
異
な
り
。
仏
の
神
力
を
以
て
故
に
三
時
は
異
に

し
て
、
即
ち
一
と
成
る
。

問
。
三
時
非
有
為
。
可
説
即
是
一
。
有
為
念
念
滅
。
応
不
得
成

一
。

答
。
聖
言
三
時
異
。
以
仏
神
力
故
三
時
異
。
即
成
一
。

（『
唯
識
義
燈
増
明
記
』
巻
第
一
）

問
い
は
、
三
時
が
有
為
（
こ
こ
で
は
人
間
言
語
を
指
す
か
）
で
な
け
れ
ば

「
一
」
と
説
け
よ
う
が
、
有
為
は
次
々
と
滅
し
て
い
く
の
で
、「
一
」
と
な
ら

な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
も
の
。
対
し
て
聖
言
（
人
間
言
語
と
し
て
存

在
す
る
仏
の
言
葉
。
経
典
な
ど
）
の
三
時
が
異
な
る
形
を
取
る
の
は
、
仏
の

神
力
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
従
っ
て
本
当
は
「
一
」
な
の
だ
と
答
え
る
。

人
間
が
知
覚
可
能
な
有
為
と
し
て
の
言
語
の
向
こ
う
側
に
、
超
越
す
る
存
在

と
し
て
の
仏
と
そ
の
言
語
を
置
く
も
の
で
あ
ろ
う
。

一
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問
ふ
。
三
と
一
相
違
す
れ
ど
も
、
三
時
は
一
と
成
る
を
得
。
義
の
中
に

三
相
と
変
じ
て
、
三
時
と
成
る
べ
け
ん
や
。

答
ふ
。
許
す
。
亦
た
何
の
失
か
あ
ら
ん
。

問
。
三
与
一
相
違
。
三
時
得
成
一
。
義
中
与
三
相
変
、
応
成
三

時
。

答
。
許
亦
何
失
。

（『
唯
識
義
燈
増
明
記
』
巻
第
一
）

こ
の
問
答
に
神
力
と
い
う
語
は
な
い
が
、
前
後
を
結
ぶ
た
め
載
せ
る
。
三

と
一
は
そ
の
す
が
た
が
異
な
る
が
、
三
時
は
一
と
な
る
と
い
う
。
意
味
に
お

い
て
三
つ
の
姿
へ
の
変
化
が
あ
る
た
め
、
一
が
三
時
と
な
り
得
る
の
か
、
と

い
う
問
い
に
対
し
て
、
そ
の
通
り
で
あ
る
と
述
べ
る
。

問
ふ
。
三
時
は
前
後
に
非
ず
。
た
め
に
一
と
成
る
を
得
る
を
許
す
。
有

為
は
念
念
に
滅
す
。
如
何
に
是
れ
は
一
を
得
る
や
。

答
ふ
。
仏
の
神
力
を
以
て
の
故
に
、
百
劫
の
後
に
一
と
為
る
。
何
ぞ
三

時
の
異
に
し
て
一
時
と
為
る
を
得
を
妨
げ
ん
や
。

問
。
三
時
非
前
後
。
与
許
得
成
一
。
有
為
念
念
滅
。
如
何
得
是

一
。

答
。
以
仏
神
力
故
。
百
劫
後
為
一
。
何
妨
三
時
異
而
得
為
一
時
。

（『
唯
識
義
燈
増
明
記
』
巻
第
一
）

再
び
神
力
が
関
わ
る
問
答
。
三
時
は
前
後
す
る
時
間
で
は
な
い
た
め

「
一
」
と
な
り
得
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
有
為
は
次
々
と
変
化
し
て
消
え
て
行

く
、
つ
ま
り
時
間
の
概
念
を
も
つ
た
め
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
に
「
一
」
と
な

る
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
質
問
で
あ
る
。
対
し
て
返
答
は
、
仏
の
神
力
に
よ
っ

て
、
究
極
の
悟
り
に
達
す
る
百
劫
の
後
に
は
「
一
」
と
な
る
だ
ろ
う
と
答
え

て
い
る
。

三
時
教
に
お
け
る
三
段
階
の
異
な
る
教
え
は
、
あ
く
ま
で
悟
ら
ぬ
衆
生
の

た
め
の
方
便
で
あ
り
、
仏
法
そ
の
も
の
が
三
種
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
う

し
た
主
張
と
合
わ
せ
て
、
究
極
の
地
点
で
は
「
一
」
と
説
明
す
る
わ
け
だ

が
、
そ
の
究
極
へ
の
過
程
に
は
神
力
を
要
す
る
。
こ
の
神
力
は
、
衆
生
を
悟

り
に
導
く
際
に
付
加
さ
れ
る
力
と
い
う
点
で
、『
増
明
記
』
冒
頭
の
偈
と
も

重
な
る
。

こ
う
し
て
問
答
に
二
度
登
場
す
る
神
力
は
、
三
と
一
と
い
う
一
見
矛
盾
す

る
か
の
よ
う
な
状
況
を
説
明
す
る
際
に
登
場
す
る
。
一
音
教
が
主
張
す
る
一

音
（
如
来
の
言
語
）
を
、
有
為
の
言
語
（
中
イ
ン
ド
や
中
国
や
日
本
の
衆
生

が
話
す
言
語
）
と
切
り
離
し
、
超
越
的
な
存
在
と
説
明
す
る
核
心
部
分
で
あ

る
。と

こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
に
仏
の
一
音
を
積
極
的
に
評
価
す
る
方
向
は
、

『
成
唯
識
論
』
の
翻
訳
者
で
あ
り
法
相
宗
の
祖
と
さ
れ
る
基
の
注
釈
に
は
み

ら
れ
ず
、
基
の
弟
子
で
あ
っ
た
慧
沼
『
成
唯
識
論
了
義
燈
』
に
初
め
て
あ
ら

わ
れ
る
。
そ
し
て
善
珠
は
慧
沼
以
上
に
一
音
教
の
価
値
を
認
め
、
こ
れ
ら
の

問
答
に
先
立
っ
て
長
文
の
注
釈
を
連
ね
て
い
る
。
そ
こ
に
は
「
神
」
に
関
す

る
善
珠
独
自
の
理
解
も
み
え
る
。
つ
ま
り
問
答
に
お
け
る
神
力
は
、
注
釈
活

動
に
よ
っ
て
見
い
だ
さ
れ
た
「
神
」
を
前
提
と
す
る
こ
と
に
な
る
。

古
代
日
本
国
の
「
神
力
」
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四
「
外
道
老
荘
」
の
注
釈
と
「
神
」

問
答
の
直
前
に
み
え
る
注
釈
は
、
慧
沼
が
一
音
の
諸
説
を
挙
げ
る
中
で
記

し
た
「
外
道
老
荘
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
。
慧
沼
に
お

（
�
）

い
て
は
否
定
す
べ
き
見
解
に
伴
う
フ
レ
ー
ズ
で
あ
っ
た
。

一
に
云
く
、
如
来
は
但
だ
一
音
を
出
す
。
未
だ
何
を
以
て
名
と
為
る
を

知
ら
ず
。
而
て
衆
生
は
心
中
に
無
量
法
門
を
聞
く
。
此
の
答
正
し
か
ら

ず
。
問
に
答
は
ざ
る
故
に
。
亦
た
外
道
老
荘
の
説
に
同
じ
き
故
に
。

一
云
。
如
来
但
出
一
音
。
未
知
何
以
為
名
。
而
衆
生
心
中
聞
無
量

法
門
。
此
答
不
正
。
不
答
問
故
。
亦
同
外
道
老
荘
説
故
。

（
�
）

（
慧
沼
『
成
唯
識
論
了
義
燈
』
巻
第
一
）

慧
沼
は
一
音
の
解
釈
の
一
例
と
し
て
、
如
来
の
一
音
は
「
名
」、
つ
ま
り

分
節
化
さ
れ
る
以
前
の
状
態
に
あ
り
、
に
も
関
わ
ら
ず
無
量
の
法
を
与
え
る

と
い
う
説
を
挙
げ
る
。
た
だ
し
そ
の
説
は
否
定
さ
れ
、
根
拠
の
一
つ
と
し
て

「
外
道
老
荘
」
に
等
し
い
と
記
さ
れ
る
。「
外
道
老
荘
」
と
は
言
う
ま
で
も
な

く
老
子
、
荘
子
、
つ
ま
り
当
時
に
お
け
る
道
教
を
指
す
。
具
体
的
に
は
「
道

可
道
非
常
道
。
名
可
名
非
常
名
」（『
老
子
』）
と
い
っ
た
説
と
の
関
連
で
あ

ろ
う
。

中
国
の
南
北
朝
期
か
ら
隋
、
唐
初
期
に
か
け
て
は
、
道
教
と
仏
教
の
間
に

道
仏
論
争
と
称
さ
れ
る
よ
う
な
対
立
が
続
い
て
い
た
。
初
期
の
中
国
仏
教

は
、
老
荘
と
の
類
似
点
に
よ
っ
て
仏
教
を
理
解
す
る
傾
向
も
あ
っ
た
と
さ
れ

（
�
）るが
、
慧
沼
が
「
外
道
老
荘
」
を
切
り
捨
て
る
こ
と
は
、
当
時
の
中
国
国
内

に
お
け
る
対
立
を
背
景
と
し
よ
う
。

と
こ
ろ
が
日
本
の
僧
善
珠
は
、
慧
沼
の
こ
の
説
明
を
反
転
し
、
全
面
肯
定

を
主
張
す
る
。

外
道
と
言
ふ
は
、
九
十
五
の
外
道
に
非
ざ
る
也
。
孔
丘
、
李
老
は
本
是

れ
法
身
の
大
士
な
り
。
仏
法
の
外
に
遊
履
す
る
が
故
に
外
道
と
名
く
。

是
れ
邪
見
外
道
の
類
に
非
ざ
る
也
。

亦
同
外
道
老
荘
説
者
。
言
外
道
者
。
非
九
十
五
之
外
道
也
。
孔
丘

李
老
本
是
法
身
大
士
。
遊
履
仏
法
之
外
故
名
外
道
。
非
是
邪
見
外

道
類
也
。

（『
唯
識
義
燈
増
明
記
』
巻
第
一
）

孔
子
（
孔
丘
）
や
老
子
（
李
老
）
は
仏
教
の
聖
人
で
は
な
い
た
め
「
外

道
」
と
呼
ば
れ
る
が
、
実
際
に
は
法
身
の
大
士
で
あ
る
と
い
う
。
こ
こ
で
、

な
ぜ
か
「
老
荘
」
が
孔
子
と
老
子
に
置
き
換
わ
る
の
は
、
道
仏
論
争
に
用
い

ら
れ
た
特
定
の
偽
経
類
に
よ
っ
て
、
主
張
を
裏
付
け
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

門
徒
は
三
千
、
達
者
は
七
十
二
人
、
博
徒
学
問
者
は
其
れ
六
万
有
り
。

『
阿
含
経
』
を
准
ふ
る
中
に
、
孔
子
の
弟
子
七
十
二
人
、
惣
て
是
れ
大

権
の
菩
薩
な
り
。
衆
生
を
調
伏
を
為
す
故
に
、
此
の
方
便
を
設
け
潜
に

俗
中
に
在
り
。
光
浄
童
子
菩
薩
、
彼
を
顔
渕
と
称
す
。
謂
く
顔
回
是
な

り
。
故
に
『
清
浄
法
行
経
』
に
云
く
、「
孔
、
顔
二
賢
は
師
弟
と
為
る

一
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を
以
て
、
孝
経
五
千
文
を
説
く
。
加
葉
菩
薩
、
彼
を
老
子
と
称
す
。
老

子
五
千
文
を
説
く
」。

門
徒
三
千
。
達
者
七
十
二
人
。
博
徒
学
問
者
有
其
六
万
。
准
阿
含

経
中
。
孔
子
弟
子
七
十
二
人
惣
是
大
権
菩
薩
也
。
為
調
伏
衆
生

故
。
設
此
方
便
潜
在
俗
中
。
光
浄
童
子
菩
薩
彼
称
顔
渕
。
謂
顔
回

是
。
故
清
浄
法
行
経
云
。
孔
顔
二
賢
以
為
師
弟
。
説
孝
経
五
千

（
伽
）

文
。
加
葉
菩
薩
彼
称
老
子
。
説
老
子
五
千
文
。

（『
唯
識
義
燈
増
明
記
』
巻
第
一
）

（
�
）

孔
子
が
仏
教
の
聖
人
で
あ
る
と
い
う
説
は
、
偽
経
『
清
浄
法
行
経
』
が
記

す
三
賢
派
遣
説
を
基
本
と
す
る
。
つ
ま
り
非
仏
教
国
で
あ
る
中
国
に
、
三
名

の
菩
薩
が
孔
子
、
顔
淵
、
老
子
の
姿
を
と
っ
て
出
現
し
、
仏
教
の
形
は
取
ら

な
い
も
の
の
、
仏
法
を
伝
え
て
い
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
来
歴
不
明
の
「
阿
含
経
」
説
が
加
わ
る
こ
と
で
、
様
相
は
一
変

す
る
。
孔
子
の
み
を
一
時
的
に
派
遣
す
る
の
で
は
な
く
、
弟
子
も
す
べ
て
が

菩
薩
で
あ
り
、
師
弟
が
継
続
的
に
仏
教
を
広
め
た
と
い
う
。
顔
淵
（
顔
回
）

も
、
孔
子
と
の
師
弟
関
係
の
文
脈
に
置
か
れ
る
。
要
す
る
に
中
国
は
元
か
ら

菩
薩
の
化
身
が
出
現
し
う
る
環
境
に
あ
り
、
そ
し
て
出
現
は
継
続
し
て
い
た

と
い
う
認
識
に
な
ろ
う
。

若
し
く
は
『
仏
説
須
彌
図
経
』
を
准
ふ
中
に
、「
宝
応
声
菩
薩
化
し
て

伏
儀
と
為
る
。
吉
祥
菩
薩
化
し
て
女
媧
と
為
る
。」
其
余
経
の
中
に
、

金
粟
如
来
化
し
て
維
摩
詰
と
為
る
。
正
法
明
如
来
化
し
て
観
世
音
菩
薩

と
為
る
。
東
方
龍
陀
仏
化
し
て
須
菩
提
と
為
る
。
龍
種
上
尊
王
仏
化
し

て
文
殊
師
利
菩
薩
と
為
る
。
種
種
の
現
身
は
大
方
便
を
起
し
て
衆
生
を

教
化
す
。
此
等
の
教
に
准
へ
ば
『
灌
頂
経
』
中
に
三
聖
は
、
孔
子
、
顔

回
、
老
子
の
三
、
是
な
り
。

若
准
仏
説
須
彌
図
経
中
。
宝
応
声
菩
薩
化
為
伏
儀
。
吉
祥
菩
薩
化

為
女
媧
。
其
余
経
中
金
粟
如
来
化
為
維
摩
詰
。
正
法
明
如
来
化
為

観
世
音
菩
薩
。
東
方
龍
陀
仏
化
為
須
菩
提
。
龍
種
上
尊
王
仏
化
為

文
殊
師
利
菩
薩
。
種
々
現
身
起
大
方
便
教
化
衆
生
。
准
此
等
教
灌

頂
経
中
三
聖
者
。
孔
子
顔
回
老
子
三
是
也
。

（『
唯
識
義
燈
増
明
記
』
巻
第
一
）

こ
の
箇
所
で
は
、
中
国
の
創
世
神
を
菩
薩
の
化
身
と
す
る
偽
経
『
仏
説
須

（
�
）

彌
図
経
』
を
引
用
す
る
。
こ
れ
も
仏
教
の
優
越
を
説
く
経
で
あ
っ
た
が
、
善

珠
は
引
き
続
き
維
摩
詰
な
ど
中
国
以
外
の
事
例
を
並
べ
て
お
り
、
イ
ン
ド
対

中
国
と
い
う
文
脈
か
ら
意
図
的
に
切
り
離
さ
れ
て
い
る
。
人
間
世
界
の
す
べ

て
の
国
は
、
仏
と
い
う
超
越
者
に
ま
な
ざ
さ
れ
菩
薩
が
出
現
し
う
る
と
い
う

注
釈
で
あ
る
。

善
珠
は
日
本
国
の
僧
で
あ
り
、
イ
ン
ド
対
中
国
の
対
立
軸
の
外
部
に
あ

る
。
従
っ
て
道
仏
論
争
に
加
わ
ら
な
い
の
は
当
然
と
い
え
よ
う
が
、
こ
の
注

釈
は
日
本
国
を
イ
ン
ド
や
中
国
と
同
等
と
し
、
善
珠
自
身
を
含
む
日
本
国
の

仏
教
修
行
者
に
、
悟
り
の
可
能
性
を
見
出
す
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
善

珠
が
冒
頭
の
偈
で
述
べ
た
よ
う
な
希
望
が
叶
う
可
能
性
を
、
具
体
的
な
注
釈

活
動
の
中
で
知
る
も
の
で
あ
っ
た
。

古
代
日
本
国
の
「
神
力
」

一
九



（
�
）

続
い
て
善
珠
は
慧
苑
『
続
華
厳
略
疏
刊
定
記
』
の
「
此
三
家
大
意
略
同
而

文
稍
異
」
を
引
用
し
、
孔
子
（
周
易
）、
老
子
、
荘
子
の
テ
キ
ス
ト
が
仏
教

と
異
な
ら
な
い
と
説
明
す
る
。
こ
こ
に
「
神
」
が
登
場
す
る
。

（
繋
）

故
に
『
周
易
』
上
転
示
第
七
に
云
く
、「
易
の
太
極
は
是
れ
両
儀
を
生

（
を
生
ず
）

ず
。
両
儀
は
四
象

。
四
象
は
八
卦
を
生
ず
。
八
卦
は
吉
凶
を
定

む
。
吉
凶
は
大
業
を
生
ず
。」
又
曰
く
、「
一
陰
一
陽
、
之
を
道
と
謂

（
�
）

ふ
。
陰
陽
不
測
、
之
を
神
と
謂
ふ
。」

故
周
易
上
転
示
第
七
云
。
易
大
極
是
生
両
儀
。
両
儀
四
象
。
々
々

生
八
卦
。
八
卦
生
定
吉
凶
。
吉
凶
生
大
業
。
又
曰
。
一
陰
一
陽
之

謂
道
。
陰
陽
不
測
之
謂
神
。

（『
唯
識
義
燈
増
明
記
』
巻
第
一
）

こ
の
『
周
易
』
繋
示
篇
は
、
慧
苑
の
引
用
し
た
箇
所
が
引
き
写
さ
れ
て
い

る
（
以
下
、『
老
子
』『
荘
子
』
も
同
様
）。「
陰
陽
不
測
之
謂
神
」
は
日
本
で

も
多
く
の
文
献
に
引
用
さ
れ
る
著
名
な
フ
レ
ー
ズ
で
あ
る
。
し
か
し
善
珠
の

文
脈
で
は
、「
一
陰
一
陽
」
の
「
一
」
が
一
音
を
連
想
さ
せ
る
こ
と
も
重
要

で
あ
ろ
う
。
善
珠
は
続
い
て
注
釈
書
の
『
正
義
』
を
引
用
す
る
。

『
周
易
正
義
』
第
十
二
に
云
く
、「
易
に
太
極
有
り
、
是
れ
両
儀
を
生
ず

と
は
、
太
極
は
謂
く
天
地
未
分
の
前
に
、
元
気
の
混
り
て
一
と
為
る
。

（
是
れ
太
初
、太
一
な
り
）

即
ち
初
太
一
已
。
故
に
『
老
子
』
に
云
く
、「
道
は
一
を
生
ず
」。
即

ち
太
極
な
り
。
之
を
謂
く
、
混
元
既
に
分
れ
て
即
ち
天
地
有
り
と
。
故

に
太
極
の
両
儀
を
生
ず
と
云
ふ
。『
老
子
』
に
云
く
、「
一
は
二
を
生

（
と
云
ふ
）

ず
」
七
。

周
易
正
義
第
十
二
云
。
易
有
大
極
是
生
両
儀
者
。
大
極
謂
天
地
未

分
之
前
。
元
気
混
而
為
一
。
即
初
太
一
已
。
故
老
子
云
。
道
生

一
。
即
太
極
。
之
謂
混
元
。
既
分
即
有
天
地
。
故
云
太
極
生
両

儀
。
老
子
云
。
一
生
二
七
。

（『
唯
識
義
燈
増
明
記
』
巻
第
一
）

『
正
義
』
は
慧
苑
に
は
な
く
、
善
珠
が
新
た
に
加
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
�
）

こ
の
注
釈
は
分
節
化
以
前
の
太
極
を
道
教
色
の
強
い
太
一
と
呼
び
、『
老
子
』

に
よ
っ
て
説
明
す
る
。
こ
の
後
の
『
荘
子
』
に
お
い
て
も
、
善
珠
は
『
老

子
』
で
説
明
す
る
注
を
用
い
て
お
り
、
孔
子
、
老
子
、
荘
子
の
三
者
の
説
を

『
老
子
』
を
通
し
て
同
一
化
す
る
。
そ
の
大
き
な
理
由
は
、『
老
子
』
が

「
一
」
を
語
る
た
め
と
思
わ
れ
る
。

「
道
生
一
」「
一
生
二
」
は
『
老
子
』
第
四
十
二
章
で
あ
り
、
一
切
は

「
道
」
か
ら
分
化
す
る
と
い
う
、
世
界
の
始
ま
り
を
述
べ
る
箇
所
。『
正
義
』

は
太
極＝

道
と
捉
え
、
そ
こ
か
ら
最
初
に
生
じ
る
も
の
を
「
一
（
太
一
）」

と
説
明
す
る
。
こ
れ
を
先
に
挙
げ
た
問
答
と
絡
め
る
な
ら
ば
、
三
時
を
生
じ

さ
せ
る
原
初
の
「
一
」
と
い
う
関
係
に
な
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
太
極＝

道
は
、

仏
法
そ
の
も
の
で
あ
る
。

物
の
開
通
を
得
る
を
之
を
道
と
謂
ふ
。
微
妙
不
測
を
以
て
之
を
神
と
謂

ふ
。
応
機
変
化
を
以
て
之
を
易
と
謂
ふ
。
惣
じ
て
之
を
言
ふ
。
皆
虚
無

の
謂
な
り
。（
中
略
）
陰
陽
不
測
、
之
を
神
と
謂
ふ
と
は
、
天
下
の
万

（
或
は
生
じ
或
は
成
り
）

（
所
由
の
理
）

物
は
皆
陰
陽
に
由
り
、
我
成
本
、
其
の
由
理
は
量
測
す
可
か
ら
ず
。

二
〇



之
を
神
と
謂
ふ
な
り
。

広
く
韓
康
伯
注
の
如
し
。

物
得
開
通
謂
之
道
。
以
微
妙
不
測
謂
之
神
。
以
応
幾
反
化
謂
之

易
。
惣
而
言
之
。
皆
虚
無
之
謂
也
。（
中
略
）
陰
陽
不
測
之
謂
神

者
。
天
下
万
物
皆
由
陰
陽
。
我
成
本
。
其
由
理
不
可
量
測
。
謂
之

神
也
。
広
如
韓
康
伯
注
。

（『
唯
識
義
燈
増
明
記
』
巻
第
一
）

『
正
義
』
引
用
部
の
続
き
は
、「
陰
陽
不
測
」
な
ど
に
関
す
る
も
の
。
万
物

の
根
源
と
し
て
の
太
極
に
対
し
て
、
そ
こ
か
ら
生
じ
る
「
一
（
太
一
）」
の

状
況
が
「
神
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
量
測
で
き
な
い
と
い
う
。
こ
う
し
た
説
明

が
一
音
の
そ
れ
と
す
れ
ば
、
分
節
化
以
前
の
状
態
で
あ
り
つ
つ
無
量
の
法
を

与
え
る
と
い
う
、
慧
沼
が
否
定
し
た
見
解
に
他
な
ら
な
い
。
善
珠
は
あ
く
ま

で
「
外
道
老
荘
」
説
を
正
し
い
一
音
の
理
解
と
捉
え
て
い
る
。

善
珠
は
続
い
て
『
荘
子
』
を
取
り
上
げ
る
。
こ
れ
も
慧
苑
に
従
い
つ
つ
、

独
自
に
注
釈
引
用
を
加
え
る
。
残
念
な
が
ら
こ
の
箇
所
は
現
存
テ
キ
ス
ト
の

乱
れ
が
激
し
い
た
め
参
考
に
留
め
、
該
当
箇
所
と
思
わ
れ
る
も
の
を
挙
げ
て

検
討
す
る
。

夫
れ
道
は
、
情
有
り
、
信
有
る
も
、
无
為
に
し
て
无
形
な
り
。
伝
ふ
可

く
し
て
受
く
可
ら
ず
、
得
可
く
し
て
見
る
可
ら
ず
。
自
づ
か
ら
に
本
づ

き
自
づ
か
ら
に
根
ざ
し
、
未
だ
天
地
の
有
ざ
る
、
古
自
り
以
て
固
く
存

す
、
鬼
を
神
と
し
、
帝
を
神
と
し
、
天
を
生
じ
地
を
生
ず
。

夫
道
、
有
情
有
信
、
无
為
无
形
。
可
伝
而
不
可
受
、
可
得
而
不
可

見
。
自
本
自
根
、
未
有
天
地
、
自
古
以
固
存
、
神
鬼
神
帝
、
生
天

生
地
。

〔
疏
〕
自
、
従
な
り
。
存
、
有
な
り
。
虚
の
通
じ
て
道
に
至
り
、
無
始

（
古
）

無
終
な
り
。
従

以
来
、
未
だ
天
地
有
ら
ず
、
五
気
未
だ
兆
さ
ず
、
大

道
存
り
。
故
に
『
老
経
』
に
云
く
、「
物
有
り
混
成
し
、
天
地
に
先
だ

ち
て
生
ず
」。
又
云
く
、「
之
を
迎
へ
て
其
の
首
を
見
ず
、
之
に
随
ひ
て

其
の
後
を
見
ぬ
」
も
の
な
り
。

大
道
と
言
ふ
は
能
く
神
を
鬼
霊
と
し
、
神
を
天
帝
と
し
、
三
景
を
開
明

し
、
二
儀
を
生
立
す
。
無
に
至
る
の
力
、
茲
ち
功
用
有
り
。
斯
る
に
乃

ち
神
な
ら
ず
し
て
神
と
な
り
、
生
ぜ
ず
し
て
生
ず
。
神
に
し
て
神
と

し
、
生
じ
て
生
む
も
の
に
非
ざ
る
な
り
。
故
に
『
老
経
』
に
云
く
、

「
天
は
一
を
得
て
以
て
清
く
、
神
は
一
を
得
て
以
て
霊
」
な
り
。

〔
疏
〕
自
、
従
也
。
存
、
有
也
。
虚
通
至
道
、
無
始
無
終
。
従
以

来
、
未
有
天
地
、
五
気
未
兆
、
大
道
存
焉
。
故
老
経
云
有
物
混

成
、
先
天
地
生
。
又
云
迎
之
不
見
其
首
、
随
之
不
見
其
後
者
也
。

言
大
道
能
神
於
鬼
霊
、
神
於
天
帝
、
開
明
三
景
、
生
立
二
儀
、
至

無
之
力
、
有
茲
功
用
。
斯
乃
不
神
而
神
、
不
生
而
生
、
非
神
之
而

神
、
生
之
而
生
者
也
。
故
老
経
云
天
得
一
以
清
、
神
得
一
以
霊

（
�
）

也
。

（『
荘
子
集
釈
』
よ
り
本
篇
及
び
成
玄
英
疏
）

自
然
自
古
以
因
存
。
神
鬼
神
帝
。
王
天
地
。
（
略
）
其
従
神
鬼
帝
王

天
主
地
。
言
天
道
能
神
於
鬼
虚
。
神
於
天
帝
。
同
明
三
景
。
生
三
二
道

古
代
日
本
国
の
「
神
力
」

二
一



俄
主
無
之
力
。
有
茲
功
用
。
斯
乃
不
神
不
生
而
生
。
即
老
注
天
得
一
以

清
。
得
一
以
虚
。

（
参
考
『
増
明
記
』
該
当
箇
所
）

『
荘
子
』
大
宗
師
第
六
、
及
び
成
玄
英
『
荘
子
疏
』
の
引
用
で
あ
る
。
道

に
は
情
や
信
が
確
か
に
あ
る
が
、
そ
れ
は
無
為
無
形
で
受
け
る
こ
と
も
見
る

こ
と
も
で
き
な
い
。
そ
の
よ
う
な
道
が
、
鬼
や
帝
の
「
神
（
霊
妙
な
状

態
）」
を
導
き
出
す
。
成
玄
英
疏
で
は
、
こ
の
「
未
有
天
地
」
の
説
明
に

『
老
子
』
第
二
十
五
章
及
び
第
十
四
章
を
引
用
し
て
お
り
、
天
地
に
先
立
っ

て
「
有
物
混
成
」
の
状
態
が
あ
る
と
い
う
『
老
子
』
的
な
根
源
と
『
荘
子
』

を
結
び
つ
け
て
い
る
。

そ
し
て
「
神
鬼
神
帝
」
に
お
い
て
は
、『
老
子
』
第
三
十
九
章
を
挙
げ
る
。

天
や
神
が
「
一
」
を
得
る
こ
と
で
初
め
て
そ
の
も
の
た
り
得
る
と
い
う

「
神
」
と
、「
神
鬼
神
帝
」
は
位
相
が
異
な
り
、
む
し
ろ
『
荘
子
』
の
「
神
」

は
『
老
子
』
の
「
一
」
に
対
応
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
と
も
か

く
こ
の
『
老
子
』
引
用
に
よ
っ
て
、『
荘
子
』
と
「
一
」
が
結
び
つ
き
、
一

音
と
の
関
連
性
が
生
ま
れ
て
い
る
の
は
確
か
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
善
珠
は
、「
外
道
老
荘
」
の
注
釈
を
通
し
て
、
孔
子
、
老
子
、

荘
子
を
通
底
す
る
「
一
」
を
知
る
。
す
な
わ
ち
、
太
極
や
道
か
ら
生
ま
れ
る

原
初
の
「
一
」
は
、
仏
法
が
具
現
化
す
る
一
音
と
等
し
い
。
そ
の
際
に

「
神
」
と
は
、
ま
さ
に
一
音
が
「
一
」
で
あ
る
こ
と
の
証
明
で
あ
る
。
一
音

は
「
神
」
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
人
間
言
語
を
超
越
す
る
。

こ
の
よ
う
な
理
解
は
、
イ
ン
ド
対
中
国
と
い
う
枠
組
の
外
に
あ
る
日
本
国

に
お
い
て
新
た
に
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
問
答
に
お
け
る
神
力

も
、
善
珠
が
知
る
日
本
国
の
「
神
」
な
る
力
で
あ
り
、
冒
頭
の
偈
に
記
さ
れ

た
神
力
の
存
在
を
、
具
体
的
に
確
信
さ
せ
る
発
見
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

お
わ
り
に

今
回
取
り
上
げ
た
三
テ
キ
ス
ト
に
お
け
る
神
力
に
は
、
い
ず
れ
も
日
本
国

に
お
け
る
ロ
ー
カ
ル
な
力
と
い
う
側
面
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
『
続
日
本
紀
』

は
、
お
お
む
ね
当
時
の
鎮
護
国
家
の
仏
教
の
概
念
に
沿
っ
た
も
の
と
い
え
る

が
、
仏
教
修
行
者
が
書
く
『
霊
異
記
』
と
『
増
明
記
』
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方

法
に
よ
っ
て
神
力
を
具
体
的
に
知
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

人
智
を
超
え
た
「
神
」
な
る
力
を
、
同
じ
く
人
智
を
超
え
た
霊
異
を
媒
介

と
し
て
知
る
『
霊
異
記
』。
対
し
て
善
珠
の
注
釈
活
動
は
、
概
ね
既
存
テ
キ

ス
ト
の
切
り
貼
り
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
元
テ
キ
ス
ト
の
文
脈
を
切
断

し
、
接
続
を
繰
り
返
す
「
切
り
貼
り
」
に
よ
っ
て
、
イ
ン
ド
や
中
国
に
は
な

か
っ
た
新
た
な
神
力
を
見
出
し
て
い
る
。
ま
さ
し
く
そ
れ
は
、
霊
異
の
出
現

す
る
現
場
に
他
な
ら
な
い
。

補
注

（
１
）『
魏
書
』
は
北
京
書
局
本
に
よ
る
。

（
２
）『
法
華
経
』
は
大
正
蔵
に
よ
る
。

（
３
）『
続
日
本
紀
』
書
き
下
し
文
は
、
岩
波
新
日
本
古
典
文
学
大
系
本
に

よ
る
。

（
４
）『
金
光
明
最
勝
王
経
』
書
き
下
し
文
は
、『
金
光
明
経
』（
仏
典
講
座

二
二



一
三

壬
生
台
舜
著
）
に
よ
る
。

（
５
）『
東
大
寺
要
録
』
に
み
え
る
。

（
６
）『
日
本
霊
異
記
』
書
き
下
し
文
は
、
岩
波
新
日
本
古
典
文
学
大
系
本

を
利
用
し
、
一
部
改
変
し
た
。

（
７
）『
霊
異
記
』
各
縁
が
霊
異
の
出
現
順
に
並
び
、
年
月
日
、
時
間
ま
で

記
さ
れ
る
こ
と
も
、
日
本
国
の
固
有
性
と
関
係
し
よ
う
。
渡
部
「
奇

事
の
配
置
」（『
古
代
文
学
』
四
三

二
〇
〇
四
）
に
論
じ
た
。

（
８
）『
唯
識
義
燈
増
明
記
』
は
佛
教
大
学
蔵
極
楽
寺
文
庫
本
を
も
と
に
、

大
正
蔵
本
及
び
そ
の
校
異
を
参
考
と
し
た
上
で
私
に
書
き
下
し
た
。

誤
写
と
推
定
さ
れ
る
箇
所
は
、
引
用
元
テ
キ
ス
ト
の
同
箇
所
を
カ
ッ

コ
書
き
で
示
し
た
。
詳
し
く
は
渡
部
「
善
珠
『
唯
識
義
燈
増
明
記
』

の
「
外
道
老
荘
」
│
注
釈
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
歴
史
認
識
」（『
佛
教

大
学
歴
史
学
部
論
集
』
二

二
〇
一
二
・
三
）
参
照
。

（
９
）『
阿
毘
達
磨
大
毘
婆
沙
論
』
引
用
部
に
つ
い
て
は
、『
国
訳
一
切
経

印
度
撰
述
部

毘
曇
部
十
』（
木
村
泰
賢
訳
）
も
参
考
と
し
た
。

（
１０
）
善
珠
と
一
音
教
の
注
釈
行
為
に
つ
い
て
は
渡
部
「
八
世
紀
日
本
国

の
「
三
時
」
│
│
基
か
ら
善
珠
へ
の
注
釈
活
動
を
手
が
か
り
に
」

（『
仏
教
文
学
』
第
三
四
号

二
〇
一
〇
・
三
）、
同
「
終
わ
ら
な
い

聖
典
│
善
珠
の
ま
な
ざ
さ
れ
る
体
験
│
」（
古
代
文
学
会
叢
書
五

『
聖
典
と
注
釈
』
二
〇
一
一
・
一
一
）、
渡
部
「
仏
典
注
釈
を
継
ぐ

と
は
何
か
│
善
珠
『
唯
識
義
燈
増
明
記
』
に
至
る
注
釈
活
動
を
考
え

る
」（『
古
代
文
学
』
二
〇
一
二
・
三
）、
及
び
注
（
８
）
論
文
に
論

じ
た
。

（
１１
）「
外
道
老
荘
」
に
つ
い
て
は
注
（
８
）
論
文
に
論
じ
た
。

（
１２
）『
成
唯
識
論
了
義
燈
』
は
大
正
蔵
に
よ
る
。
書
き
下
し
は
『
国
訳
一

切
経
和
漢
撰
述
部

論
疏
部
十
九
』（
西
尾
京
雄
・
富
貴
原
章
信
訳
）

に
よ
る
。

（
１３
）
牧
田
諦
亮
「
慧
遠
の
生
涯
（
上
）」（『
中
国
仏
教
史
研
究

第
一
』）

で
は
、
四
世
紀
の
道
安
を
挙
げ
、
中
国
の
仏
教
受
容
が
老
荘
と
の
類

似
に
お
い
て
な
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
万
物
を
因
縁
の
離
合
の

結
果
と
み
る
仏
教
と
、
造
物
者
を
否
定
す
る
『
荘
子
』
郭
象
注
な
ど

に
は
通
ず
る
面
が
あ
る
と
い
う
。

（
１４
）『
清
浄
法
行
経
』
は
道
仏
論
争
テ
キ
ス
ト
に
引
用
さ
れ
る
。『
七
寺

古
逸
経
典
研
究
叢
書
第
二
巻

中
国
撰
述
経
典
（
其
之
二
）』（
落
合

俊
典
編

一
九
九
六
・
二
）
に
古
写
本
が
紹
介
さ
れ
る
。

（
１５
）『
仏
説
須
彌
（
山
）
図
経
』
も
道
仏
論
争
テ
キ
ス
ト
に
引
用
さ
れ

る
。
散
佚
。

（
１６
）
続
蔵
経
を
参
照
。
注
（
８
）
に
詳
し
く
論
じ
た
。

（
１７
）
現
存
『
増
明
記
』
は
全
体
的
に
誤
字
脱
字
が
目
立
つ
が
、「
外
道
老

荘
」
箇
所
は
特
に
ひ
ど
く
、
意
味
が
取
れ
な
い
部
分
も
少
な
く
な

い
。『
周
易
』『
周
易
正
義
』
に
つ
い
て
は
『
十
三
経
注
疏
整
理
本
一

周
易
正
義
』（
北
京
大
学
出
版
社
二
〇
〇
〇
・
一
二
）
に
よ
り
補

っ
た
。

（
１８
）『
老
子
』
に
つ
い
て
は
武
内
義
雄
『
老
子
道
徳
経
析
義
』（『
武
内
義

雄
全
集
第
五
巻

老
子
篇
』
一
九
八
三
・
三
所
収
）、
麦
谷
邦
夫
訳

注
『
老
子
・
列
子
』（
一
九
八
三

学
習
研
究
社
）
な
ど
を
参
照
し

古
代
日
本
国
の
「
神
力
」

二
三



た
。

（
１９
）『
荘
子
』
及
び
注
は
郭
慶
藩
撰
『
荘
子
集
釈
』
巻
第
三
（
中
華
書
局

新
編
諸
子
集
成

一
九
六
一
）
に
よ
る
。
書
き
下
し
は
池
田
知
久
訳

注
『
荘
子
』（
一
九
八
三

学
習
研
究
社
）
な
ど
を
参
照
し
た
。
成

玄
英
疏
は
私
に
書
き
下
し
た
。

※
本
稿
は
、
日
本
文
学
協
会
第
三
十
二
回
研
究
発
表
大
会
（
二
〇
一
二
・

七
・
一

長
野
県
短
期
大
学
）
に
お
け
る
口
頭
発
表
を
元
に
し
て
い

る
。
ご
指
導
い
た
だ
い
た
皆
様
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

（
わ
た
な
べ
・
り
ょ
う
い
ち

本
学
非
常
勤
講
師
）

二
四




